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「環境問題を解決するための最適設計」。このテーマは
特定の業種に関わらず制御システムの開発に対するよ
り膨大な工数およびコストが課題となっています。さら
に最適設計の成功は、開発プロセスや製品への最先端の
エレクトロニクス技術の結集が不可欠となります。この
課題を解決するため、開発プロセスの効率化とソフトウ
エアの品質、安全性の向上に貢献するモデルベース開発
の導入実例が増えてきており、モデルベース開発の効果
が具体的に見えてきました。2009年 6月 19日に開催
いたしました本カンファレンスでは、安全、環境、快適
へ向けて適用が拡大するモデルベース開発をテーマに 
お客様の dSPACE製品を用いたモデルベース開発の適
用事例および dSPACE最新製品情報についてご紹介い
たしました。

さまざまな分野で品質と効率を向上する
モデルベース開発
冒頭の dSPACE GmbHのDr. Herbert 
Hanselmannの挨拶ではさまざまな分
野でのモデルベース開発の拡がりと共に
dSPACEの適用事例も増えてきたと述べ
ました。dSPACE設立以来、医療技術や
メカトロニクス分野での実績はありまし

たが、最近では鉄道、航空機、建設機械
などの開発に HILシミュレータを中心と
した開発ツールの適用が拡大しており、
モデルベース開発のメリットが浸透してき
ている実感があるとのことです。さらに 
お客様の事例セッションでは、モデルベー
ス開発の優位性に多くの意見を頂戴しま 
した。

図 1： スマートグリッドの適用事例について講演する dSPACE Japan社長、 
有馬仁志

図 2： 展示エリア：最先端の dSPACE製品に関する活発な情報交換

図 3： ASM Electric Componentsモデルと Electric Driveシミュレータの 
デモンストレーション
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自動フォーメーション飛行の研究
航空業界からの発表では、三菱重工業株
式会社の藤井秀登氏が自動フォーメー
ション飛行の研究でMicroAutoBoxがど
のように使用されているかを説明しました。
モデルベース開発の導入により、制御シス
テムの開発者が実装段階まで携わること
ができるようになり、その結果、ソフトウ
エア開発者は機体ダイナミクスシミュレー
ションの開発と機能の拡張に集中するこ
とができるようになりました。また、特に
仕様書やコーディングに関する手作業の

始めさまざまな分野で使用される磁気浮
上システムを制御する技術の研究でプロ
トタイピングの適用事例を報告しました。

バイパス手法による開発の効率化
トヨタ自動車株式会社の高松秀樹氏は、
dSPACEのバイパスシステムが現在どの
ように自動車開発で使用されているかを
紹介しました。
高松氏は開発現場への要求は、新しい価
値の創造と早い時期での市場投入が主で
あり、システムの複雑化、車両制御デバイ

「 モデルベース開発を導入することで、ヒューマンリ
ソースを有効活用し、開発時間を大幅に短縮できま
した」

三菱重工業株式会社、藤井秀登 氏

「 バイパスシステムを含むプロトタイピングは、従来
の開発手法を見直す手段であり、開発工数を 10%～
30%削減できます」

トヨタ自動車株式会社、高松秀樹 氏

ス用搭載 ECUの増加、ソフトウエアおよ
びハードウエアの規模拡大に対し従来の
開発手法の見直しが課題となっていたと
述べました。この課題に対し今回実例と
してご紹介いただいたバイパスシステムを
初めとしたプロトタイピングの適用によ
り、10％から 30％の開発工数を削減、さ
らに従来のドキュメント作成工数、および
車両テスト時の課題発見の手戻り工数の
削減が可能になったと評価されました。
さらに早い段階で車両性能を示す機会が
でき、先行開発での開発効率向上の達

成、モデルベース開発支援ツールとの連
携による新たな開発プロセスの構築に貢
献したとお話されました。自動車業界か
らのもう一つのお客様事例セッションで
は、デンソークリエイトの小林展英様より
AUTOSARを適用した車両システム開発
環境の構築事例をシステム構築の段階毎
に詳しくお話を頂いております。

Green Success：dSPACEの環境性
能を開発するための取り組み
dSPACEが注力している製品群の一つに
ハイブリッドや高出力モーター制御開発
向けのハイエンドなエレクトロニクス技術
を統合できる試験環境があります。昨年
に引き続き、電気自動車「i-MiEV」の開
発におけるHILシミュレータの適用事例
をお話頂きました三菱自動車の金田様
は、電気自動車の開発について、様々な
機能が車載ネットワークを用いた分散制
御により実現されているため，ECU単体
のソフトウエア品質に加え車両全体のシ
ステム品質を確保することが重要となって
いるとお話されました（本開発事例の詳
細は 14ページをご参照ください）。
Green Successにおける最大の課題は、
環境に対するインパクトを最小にしながら
システム効率機能を改善するユニークで
革新的な製品を短期間で効率良く開発す
ることです。今回の dSPACEからの最新
製品紹介では、自動車専用モデル「Au-
tomotive Simulation Models (ASM)」
からElectric Componentモデルを中心
に dSPACE GmbHの Lead Engineer 
Applications、Hagen Hauptが紹介、

必要がないため、ヒューマンリソースを有
効に活用し、開発時間を大幅に短縮しま
した。藤井氏は、dSPACEのプロトタイピ
ングシステムを高く評価し、Control-
Deskの強力な監視およびオンライン調
整機能についても言及しました。

磁気浮上研究におけるプロトタイピング
の利用
大学研究でもプロトタイピングシステムは
幅広く利用されています。日本工業大学の
張暁友准教授は、リニアモーターカーを
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dSPACE Japan の技術部　宮野からは
Electric Driveの開発ツールを説明しま
した。この開発ツールは、従来の dSPACE
製品の柔軟性、高効率化などの優位性を
踏襲したモーター開発ができ、既存の
HILシステムにシームレスにハイブリッド
機能またはモーターを使ったアプリケー
ションを統合できることを紹介し、来場者
の皆様には会場内の Electric Driveに関
する展示コーナーにも多くの関心を頂き
ました。

スマートグリッドによるエネルギー供給
注目を集めたもう一つの話題は、「スマー
トグリッド」への適用です。この分野では
発電システムおよびインフラの多様化によ
るさまざまなアプリケーションへの適用要
件の拡大が予想されています。この背景に
はソフトウエアで制御が必要となる機器が
増えてきた現実があります。代表取締役
社長 有馬仁志は講演の中で、すでに
dSPACE製品が発電機や送電インフラの
シミュレーションとして電力機器メーカー、
またはそれに関する機器、訓練用のシミュ
レータ、欠陥状態を生成するシミュレータ
に使用されている実績を紹介しました。 
この分野においても安心、安全を確保 

dSPACE Japan主催 User Conference 2009の主要なトピックの 1つは、環境
にやさしいエンジニアリングソリューションでした。この新しい分野でも、お客様は
連携の良くとれた dSPACEの開発ツールとサービスに信頼を寄せています。

するソフトウエア品質が社会的に大きな
影響を及ぼす可能性があります。ソフトウ
エア品質の向上に貢献できるHILシミュ
レータを中心としたモデルベース開発の
適用拡大に向け、dSPACEは今後も、環
境性能を向上するためのテスト環境の提
供とエンジニアリングサービスを充実させ
ていきます。

参加者の皆様へのお礼
本カンファレンスでは、お客様講演者およ
びパートナー様に積極的なご支援を頂き
ました。皆様のご協力に際し、深く感謝い
たします。また、この機会にご来場者の皆
様が有益な情報を得られ、制御システム
開発に多くのヒントをお持ちいただけてい
れば幸いです。

図 1： ラピッドプロトタイピング適用事例：横浜国立大学藤本博志研究室の原子間力顕微鏡の超高速
ナノスケールサーボ制御

図 2：dSPACE社長、Dr. Herbert Hanselmann

図 3：三菱重工業株式会社、藤井秀登 氏

図 4：トヨタ自動車株式会社、高松秀樹 氏

図 5： キーノートスピーチで登壇頂いた日産自動車 NISSAN GT-R車両開発主管兼チーフ ･プロダクト
スペシャリスト 水野和敏 氏「高性能とサービスエンジニアリングは同じ比率で進化すべき。そう
でなければお客様に満足いただける製品を届けることができない」と強調。
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